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0 線的な史観と 循環的な史観 

W. W, ロストゥの経済発展段階諒一 - イ 正統社会、 離陸への先行条件、 離陸、 成熟期、 高度大 
衆消費時代の 5 つの段階 

D. ガボール一一 I Q ( 知能指数 ) と EQ ( 倫理指数 ) とがともに最高水準に 達した社会を 成 

熟社会とする。 

D. ベル   前 工業化社会、 工業化社会、 脱工業化社会 

等は何れも線的な 史観であ るが、 これと対照的なのが 東洋の賢人達の 循環的な史観、 荘子の言 

葉「生は萌す 所 あ り、 死は帰する所あ り、 終始は無 端 に相反りて、 その窮まるところを 知る 莫 

し 」、 後漢書の張網伝の 中に「 冬者 五穀成熟」とあ る。 成熟は終わりにして 始まりであ る。 

木村尚三郎によれば ( 「和魂和すのすすめ」昭和 5 4 年 ) 「西ヨーロッパの 歴史は、 1 1 世紀 半 

ばから 1 3 世紀半ばまでが 産業の時代。 それから 1 8 世紀半ばまでが 商業の時代、 それ以後 2 

0 世紀半ばまでが 産業の時代、 そして現代は 産業の時代から 商業の時代に 転換してきている」 

という。 これは明らかに 循環的な史観といえる。 

西洋的な体操と 太極拳の違いに 見るものは ? 、 仏教の般若心経に 見る思想をど う 読むか、 現在 

から過去に遡る 逆 方向の歴史を 考えてみたらどうか。 

0 成長と成熟と 循環 

成長と成熟とを 判断するものさしとして、 エネルギーとエントロピー。 但し、 ここでは、 エネ 

ルギーとは、 社会全体の活力、 膨張力を巨視的に 見ることとし、 エントロピーとは、 社会全体 

の 変化の方向から、 それが或る種の " 秩序 " を指向しているか、 その反対かによって 推論する 

こととする。 

日本の場合、 1 3 世紀頃 から徳川幕府が 成立するまでの 1 7 世紀初頭頃 までは、 前 工業化社会 

( 農業社会 ) における成長期・ 徳川幕府時代、 つまり、 1 7 世紀はじめから 1 9 世紀半ば 頃 ま 

でが成軌 期 ということになる。 そして、 工業化社会における 成長期は明治以降、 すなわち 1 9 

世紀半ばから 2 0 世紀後期のいわゆる 戦後、 高度成長期までがそれに 相当し、 現代は工業化社 

会 における成長期から 成熟期に移行しっ っ あ る段階ということになろ       
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0 文明と文化 

成長期、 成熟期の社会を 見るも う ひとっの 鏡 として文明と 文化という面から 見て見ると特に 成 

熟期の社会の 象徴として文化があ る。 

まず、 言葉の定義であ るが、 文明とは人間に 便益を与えてくれるもの ( 「文明の利器」という 

言葉があ る ) 、 文化とは人間にアイデンティティを 与えてくれるものであ る。 

仝 日 、 日本文化としてあ げられるものはすべて 典型的な農業文化といえるのではないか。 

0 農業と工業の 違いは何か 

農業   地域， 性 と季節， 性 
ミニ・プロダクションとミニ・マーケット 

工業   品質の均質， 性と 常時， 性 
マス・プロダクションとマス・マーケット 

この違い な 別な言い方をすれば、 農業は循環型産業、 工業は線型産業と 言えるのではないか。 

0 成熟期の社会は 、 " 仕上げ " の意味があ る 

前 工業化社会を 仕上げだという 意味で、 日本は世界の 中で最も美事に 成功した例であ ったとい 

えるのではないか。 

もし、 そうとすると、 現代の日本は 極めて重大な 段階にあ るといわねばならない。 果たして日 

本は前工業化社会を 仕上げたようにうまく 工業化社会を 仕上げられるか。 

そのためには 工業化社会における 文化、 すな ね ち、 工業文化を見事に 産み出さねばならない。 

その典型として I T 文化 (I T 文明ではない ! ! ) の行方を注目したり。 

0 脱 工業化社会は 、 い っ い かなる社会か 

脱 工業社会の主役は 誰か、 それは NPO ではないか (IT 産業ではない ) 

但し、 そのためには 現代の NPO がそのままでは 駄目であ る。 現代の NPO ならびに NPO 活 

動 には 脱 工業化社会の 主役となるための 自覚も資格もまだ 血 いと言っていい。 

いうまでもなく、 工業化社会の 主役は企業 (NPO との対比で言うなら P0 というべきか ) で 

あ った。 工業化社会にあ ける PCX の目的はいうまでもなく、 その活動によって 利潤を上げるこ 

とであ る。 これに対して、 NPO の活動目的は 何か。 それは、 A 肚 eism ( 利他主義 ) であ ると 

一 205 一 



いう。 工業化社会における 企業の活動も、 社会の中で求められるものを 提供するという 点では 

一見 NPO 活動と共通しているように 見えるが、 根本的に異なるところは 企業の場合は " 利他 " 

は 手段であ って目的ではないということであ る。 NPO の場合はそれが 目的であ るのだから、 

そのためには 今日の企業活動における 生産，性に相当する 何らかのものさしを 持たねばならない 

し 、 また、 そのための一切の 仕組みが整備されていなければならない。 

0 工業化社会から 脱 工業化社会への " 進化 " 

商工業化社会から 工業化社会への " 進ィ びの時と違って、 工業化社会から 脱 工業化社会への " 進 

化 " は、 すでに活動のフロンティアが 地球全体に広がってしまっているので 更に厄介な問題が 

あ る。 NPO とともに NGO の存在も重要であ る。 環境問題等も、 たとえば京都会議の 結果も 

今のままでいいのだろうか。 

その他さまざまな 問題があ る。 舵取りをひとつ 誤ると文字通り 地球的規模の 破壊的な結果を 招 

きかれないことがたくさんあ ることを心配せずにはいられない。 
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